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6，6'-ジブロモインジゴの還元液光照射による藍化を応用した一液ニ色染色法

森川陽(文化学園大学)、翼団紗綾香、古野萌香(文化女子大学)、金尾佐知子(文化学園大学)

1. 目的

貝紫染色は合成6，6'-dibromoindigo(貝紫)によって染

色することが可能である[lJ。貝紫の還元(連て)後，染

液を光照射寸『ると染め上がりの色が青色に傾き，その!京

悶が只紫の!認;化であることが報告されている[2J0 

本研究では，貝紫の還元染被に光l照射した場合に，還元

条件によっーてどのように染め上がり色が変化するかを検

言村市る。ついで， 光n慣R身射、J村l
てデデ、サザごインし，ν四一つの還元被.を{史-って， 2色に染色する方

法を考案したので械告サーるけ

2.方法

言明三|叶iには絹羽二重 12匁 19をHJし、た。染被を 100mf

とし， 0.03gの合成貝紫を使用し，所定のハイドロサノレフ

ァイトと水酸化ナトリウム水溶液 (2.0mol/f)の使用車;

で染色縦を還元調整したりこれに文付一る光H前身、l'(人工太

陽灯) 11寺問を変えて染色した。阿変化はL空気酸化としたU

染色結果は染ギilの抑l胞により L*a*b*表色系で波-した。

一被二色染色では，紙¥100%カツラギに，階下で還元被

をj受みこませた直後lこ，影絵を作るパターンを置いて光

n日射して部分的に監化させ，その後空気酸化する方法を

考案した。

3.結果

関 1，こ示すように，染色還元液への光!照射時間が長い

ほど，染め上がりの色は赤紫色から藍色に近づいた。
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図 1 還元液光照射時間と染め上がり色

光照射時間ゼ、ロとの色差 OE脅の時間変化のハイドロサ

ルファイト使用量依存性は確認で、きなかった(図2)。

同じく水闘を化ナトリウム水溶液使用量依存性で、は， 1吏

93 

f:VJ量が多いと色の変化が遅くなる傾向が見られた([主13)。
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図2 色変化に)(;門ーるハイドロサルファイト最の影響

区13 色変化に対する水西変化ナトリウム使用層;の影響

図4 -j.夜二色訴さ色法による染色例

--'i-夜二色染色の結果の例を図 4に示す(黒部分:赤紫，

白部分:藍色)。一つの染液で二色染めが知見できた。
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